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公民館だより 

【
５
月
の
行
事
予
定 

】 

   

日
（  

）
内
小
入
学
式 

 

未
定 

13
日
（
水
） 

定
例
区
長
会 

26
日
（
火
） 

短
歌
教
室   

中
止 

 

 

【
５
月
の
休
館
日 

】 

３
日
（
日
）
憲
法
記
念
日 

４
日
（
月
）
み
ど
り
の
日 

５
日
（
火
）
子
ど
も
の
日 

６
日
（
水
）
振
替
休
日 

11
日
（
月
） 

17
日
（
日
）
家
庭
の
日 

18
日
（
月
） 

25
日
（
月
） 

 

春
の
暖
か
さ
を
感
じ 

る
今
日
こ
の
頃
、
内
外 

海
地
区
の
皆
様
に
お
か 

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご 

健
勝
に
て
お
過
ご
し
の 

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
た
び
令
和
２
年
度
区
長
会
で
の
互
選
に
よ
り

区
長
会
長
の
大
役
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

現
在
、
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
大
流

行
し
て
お
り
、
国
内
で
も
感
染
者
の
急
増
が
続
い
て

い
ま
す
。
県
内
で
の
感
染
者
も
連
日
報
告
さ
れ
て
お

り
、
な
か
な
か
こ
の1

年
が
見
通
せ
な
い
大
き
な
不

安
を
抱
え
た
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

い
ま
は
、
一
日
も
早
い
感
染
拡
大
の
終
息
と
、
日
常

を
取
り
戻
し
て
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
取

り
組
め
る
状
況
に
な
る
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

安
心
と
安
全
な
暮
ら
し
に
「
防
犯
と
防
災
」
暮
ら
し

の
向
上
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
「
必
要
な
整
備
、
修
繕

の
把
握
」「
各
種
情
報
の
提
供
と
共
有
」
地
域
活
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
充
実
に
「
世
代
間
の
交
流
促
進
」
ほ

か
、
及
ば
ず
な
が
ら
全
力
で
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。 

地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
区
長
会

一
同
協
力
し
て
前
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
の
ご
繁
栄 

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 
 

令
和
２
年
度 

内
外
海
地
区
区
長
会 

 

 
 
 

会
長 

野
村 

和
司 

  
 

 
 

 

４
月
６
日(

月) 

内
外
海
保
育
園
で

は
、新
入
園
児1

歳

か
ら
３
歳
ま
で
の

11
名
を
迎
え
、
入

園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
対
策
の

た
め
ご
来
賓
は
な

く
、
全
員
マ
ス
ク
着

用
で
の
式
と
な
り

ま
し
た
が
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
和
や
か

な
入
園
式
が
開
催

さ
れ
ま 

し
た
。 

み
ん
な 

毎
日
が 

ん
ば
っ
て 

登
園
し 

て
ね
。 

   

ま
た
、
内
外
海

小
学
校
の
校
門
前

で
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
咲
き
揃
い
、
新

入
生
や
進
級
し
た

子
ど
も
達
の 

登
校
を
首 

を
長
く
し 

待
っ
て
い
ま
す
。 

 

６
月
14
日(

日)

に 

予
定
し
て
お
り
ま
し 

た
内
外
海
地
区
敬
老
会
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の
為
、

中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
皆
様
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

瑞
月
寺(

甲
ヶ
崎)

の
観
世
音
菩
薩
縁
起
に
よ
り

ま
す
と
、
こ
の
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
さ
ま
は
、
戦
国

時
代
の
末
期
、
天
ヶ
城
主
・
内
藤
筑
前
守
の
姫
様
（
琴

姫
）
の
念
持
仏
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

天
ヶ
城
が
落
城
し
た
折
、
こ
の
観
世
音
菩
薩
を
お
守

り
し
て
慈
松
庵
に
こ
も
ら
れ
、
戦
没
し
た
人
た
ち
の
菩

提
を
弔
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
夜
勤
行
さ

れ
、
千
日
詣
り
を
さ
れ
た
そ
の
徳
に
よ
り
、
観
音
菩
薩

を
拝
す
る
人
た
ち
に
男
女
を
問
わ
ず
そ
の
功
徳
が
あ

り
、
特
に
下
の
病
に
ご
加
護 

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
如
意
輪
観
音
菩
薩
」 

あ
あ
、
な
ん
と
お
美
し
く
、 

そ
し
て
お
優
し
い
み
仏
な
の 

で
し
ょ
う
。 

二
十
五
セ
ン
チ
位
の
小
さ 

な
仏
さ
ま
な
の
で
す
が
、
慈 

悲
の
ま
な
ざ
し
が
と
て
も
魅 

力
的
で
、
漆
箔
が
施
さ
れ
て 

い
ま
す
。
六
臂
（
六
本
の
お 

手
）
の
お
姿
で
す
。 

右
膝
を
立
て
、
そ
の
上
に
右
肘
を
乗
せ
、
手
指
は
優

し
く
頬
に
添
え
ら
れ
て
思
惟
に
ふ
け
る
、
く
つ
ろ
い
だ

特
異
な
お
姿
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
平
安
時
代
後
期

に
作
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
手
に

持
ち
物
を
持
た
れ
、
衆
生
を
如
意
（
思
い
の
ま
ま
）
の

ご
と
く
お
救
い
下
さ
る
あ
り
が
た
い
仏
さ
ま
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

慈
松
庵
は
、
い
ず
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

縁
起
に
よ
り
ま
す
と
慈
眼
寺
と
い
う
お
寺
が
奈
胡
（
国 

富
地
区
）
に
あ
り
、
そ
の
辺
り
に
庵
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
、
天

文
十
九
年
（
一
五
五
〇
年
）
創
建
と
あ
り
ま
す
が
確
か
な
こ
と

は
知
れ
ま
せ
ん
。 

最
近
、
知
り
合
い
の
方
に
案
内
を
乞
い
慈
松
庵
の
墓
所
に
登

っ
て
き
ま
し
た
。 

「
天
ヶ
城
・
登
山
口
」
の
案
内
看
板
を
左
手
に
少
し
登
っ
た

と
こ
ろ
に
ぽ
っ
か
り
と
明
る
い
台
地
に
墓
所
が
あ
り
ま
し
た
。

な
ん
と
そ
こ
に
は
整
然
と
墓
石
が
数
十
基
、
肩
を
寄
せ
合
う
よ

う
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
判
読
で
き
る
も
の
は
、
寛
永
・
元 

禄
・
天
保
な
ど
の
年
号
が 

読
め
ま
す
。   

 

歴
代
の
ご
住
職
の
お
墓 

や
宝
篋
印
塔
・
五
輪
墓
な 

ど
風
雪
に
耐
え
、
石
の
肌 

が
丸
み
を
帯
び
て
秘
め
や 

か
に
群
れ
て
い
ま
す
。 

聞
く
と
こ
ろ
、
近
年
あ 

る
ご
家
族
の
人
た
ち
が
、 

麓
の
竹
や
ぶ
か
ら
、
こ
れ 

ら
の
放
置
さ
れ
て
い
た
墓 

石
な
ど
を
一
つ
一
つ
こ
こ 

に
お
集
め
に
な
っ
た
と
の
こ
と
、
善
意
の
人
の
徳
行
に
心
を

打
た
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
心
あ
る
人
た
ち
に
よ
り
、
お
湯
茶
・
お
花
が
献
じ

ら
れ
読
経
も
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
心
温
ま
る
お
話
を
伺

い
、
琴
姫
様
（
天
城
院
殿
琴
室
慈
照
大
姉
）
の
更
な
る
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
し
た
。 

香
煙
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
た
な
び
き
、
庵
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
石

ヶ
谷
の
山
の
上
に
と
た
な
び
い
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
つ
づ
く
） 

ふるさとのみ仏を訪ねて ⑮ 
「慈松庵」如意輪観世音菩薩（甲ヶ崎 瑞月寺） 

 

若
狭
の
語
り
部 

倉
谷 

千
惠
子 

写真提供：小林克美さん 

行
事
予
定
、
休
館
日
共
に
、 

コ
ロ
ナ
関
連
で
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

ず
い
げ
つ
じ 

 

こ
と 

ひ
め 

 
 
 

じ
ね
ん
ぶ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
る 

                                                      

に
ち
や
ご
ん
ぎ
ょ
う 

   
 
 
 
 
 

し
も 

        

し
っ
ぱ
く   

               

ろ
っ
ぴ 

  

し 

い 

   

に
ょ
い 

                              

じ
げ
ん
じ 

   

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う 

ご
り
ん
は
か 

  

ち
ゃ
と 

て
ん
じ
ょ
う
い
ん
で
ん
こ
と
し
つ
じ
し
ょ
う
だ
い
し 

て
ん 

も
ん   

        

                                                    

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
・
ご
り
ん
は
か 

                                                              

 

  

ち
ゃ
と 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

て
ん
じ
ょ
う
い
ん
で
ん
こ
と
し
つ
じ
し
ょ
う
だ
い
し 

        

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う 

ご
り
ん
は
か 

  

ち
ゃ
と 

て
ん
じ
ょ
う
い
ん
で
ん
こ
と
し
つ
じ
し
ょ
う
だ
い
し 
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寄贈して 

いただきました！ 

【 令和２年度の各種団体役員さんをご紹介します 】（敬称略・順不同） 

【 

区
長
会 

】 
区
長
会
長 

野
村 

和
司 

（
堅
海
） 

副
会
長 

吉
武 

幸
一
郎 

（
甲
ヶ
崎
） 

中
山 

隆
弘 

 
（
西
小
川
） 

区
長 泉

本 

長
伸 

（
阿
納
尻
） 

 
 

 

〔
地
区
民
体
育
祭
〕 

村
上 

馨 
 

（
加
尾
） 

 
 

 

〔
地
区
民
体
育
祭
〕 

浦
谷 

俊
晴 

（
宇
久
） 

 
 

 

〔
市
長
と
夢
ト
ー
ク
〕 

山
田 

芳
弘 

（
若
狭
） 

 
 

 

〔
地
区
民
体
育
祭
〕 

大
住 

德
博 

（
仏
谷
） 

 
 

 

〔
ふ
る
さ
と
祭
〕 

宮
城 

誠 
 

（
泊
） 

 
 

 

〔
区
長
会
会
計
〕 

才
場 

信
博 

（
阿
納
） 

 
 

 

〔
体
協
監
事
〕 

佐
藤 

利
一 

（
犬
熊
） 

 
 

 

〔
体
協
監
事
〕 

安
倍 

文
夫 

（
志
積
） 

 
 

 

〔
ふ
る
さ
と
祭
〕 

栗
駒 

喜
和 

（
矢
代
） 

 
 

 

〔
ふ
る
さ
と
祭
〕 

瀬
川 

博 
 

（
田
烏
） 

 
 

 

〔
市
長
と
夢
ト
ー
ク
〕 

※
〔 

〕
内
は
担
当
事
業 

 

※
区
長
会
全
員
、
婦
人
会
ブ
ロ

ッ
ク
長
、
各
種
団
体
代
表
者
ら

で
、「
内
外
海
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
の
委
員
を 

構
成
す
る
。 

 

【 

民
生
児
童
委
員 

】 

総
務 品

川 

憲
治 

（

泊

） 

〔
泊
・
堅
海
〕 

委
員 藤

田 

美
和
枝 

（
甲
ヶ
崎
） 

〔
甲
ヶ
崎
〕 

大
橋 
正
博 

 

（
仏
谷
） 

〔
阿
納
尻
・
若
狭
・
仏
谷
〕 

森
見 

友
保 

 
（
加
尾
） 

〔
加
尾
・
西
小
川
・
宇
久
〕 

植
本 

富
士
男 

（
犬
熊
） 

〔
阿
納
・
犬
熊
・
志
積
・
矢
代
〕 

山
下 

睦
夫 

 

（
田
烏
） 

〔
田
烏
〕 

主
任
児
童
委
員 

岸 

裕
美
子 

〔
内
外
海
・
国
富
地
区
〕 

【 

青
年
団 

】 

団
長 川

代 

啓
太 

（
西
小
川
） 

 

【 

日
赤
奉
仕
団 

】 

内
外
海
分
団
長 

栗
駒 

き
よ
み
（
矢
代
） 

 

【 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

】 

会
長 川

代 

友
三 

（
西
小
川
） 

副
会
長 

田
中 

壽 
 

（
田
烏
） 

上
田 

ト
ヨ 

（
阿
納
尻
） 

会
計 岡 

利
昌 

 

（
甲
ヶ
崎
） 

体
育
委
員 

下
西 

昭 
 

（
甲
ヶ
崎
） 

〔 

単
位
老
人
ク
ラ
ブ 

〕 

甲
ヶ
崎
白
鬚
会 

会
長 

 
 
 

岡 

利
昌 

家
庭
相
談
員 

野
村 

敬
子 

福
寿
会 

会
長 

 
 
 

植
村 

敏
秀 

家
庭
相
談
員 

山
田
ヤ
ス
エ 

堅
海
久
須
夜
会 

会
長 

 
 
 

垣
本 

政
俊 

家
庭
相
談
員 

野
村 

光
枝 

田
烏
長
寿
会 

会
長 

 
 
 

田
中 

壽 

家
庭
相
談
員 

濱
岸
美
惠
子 

 

   

【 

食
生
活
改
善
推
進
員 
】 

地
区
委
員 

泉
本 

民
子 

（
阿
納
尻
） 

 

【 

体
育
協
会 

】 

会
長 河

原 

正
和 

（
阿
納
） 

副
会
長 

中
島 

史
郎 

（
甲
ヶ
崎
） 

髙
鳥 

裕
則 

（
田
烏
） 

事
務
局
長 

宮
川 

宗 
  

（
阿
納
尻
） 

支
部
長 

岡
見 

昌
博  

（
甲
ヶ
崎
） 

中
山 

悠
真  

（
西
小
川
） 

中
村 

泰
典  

（
堅
海
） 

濱
岸 

盛 
  

（
矢
代
） 

橋
本 

尚 
  

（
田
烏
） 

 

 

【 

子
ど
も
会 

】 

会
長 小

川 

慎
司 

 

（
田
烏
） 

副
会
長 

大
橋 

武
史 

（
仏
谷
） 

各
単
位
ク
ラ
ブ
役
員 

石
田 

圭
市 

 

（
甲
ヶ
崎
） 

泉
本 

康
弘 

 

（
阿
納
尻
） 

瀬
戸 

久
武  

（
西
小
川
） 

濱
上 

和
幸 

（
宇
久
） 

中
野 

真
吾 

（
若
狭
） 

小
南 

貴
史 

（
堅
海
） 

富
田 

陽
一 

（
泊
） 

濱
頭 
寿
成 

（
阿
納
） 

【 

婦
人
会 

】 

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
長
・(

田
烏
支
部) 

熊
谷 

真
喜
子
（
代
表
） 

瀬
川 

知
子 

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
長
・(

甲
ヶ
崎
支
部) 

左
近
田 

晃
子
（
会
計
） 

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
長
・(

西
小
川
支
部) 

服
部 

昌
美 

 
  

支
部
連
絡
員 

田
橋 

久
美
子
（
阿
納
尻
） 

濱
頭 

朋
子  

（
阿
納
） 

濱
岸 

由
利  

（
犬
熊
） 

田
邊 

明
美 

（
志
積
） 

藪
本 

千
恵
子
（
矢
代
） 

濱
上 

裕
子  

（
宇
久
） 

高
鳥 

宏
美  

（
加
尾
） 

今
井 

喜
代
枝
（
若
狭
） 

奥
城 

暁
子  

（
仏
谷
） 

中
村 

美
由
紀 (

堅
海
） 

清
水 

留
美  

（
泊
） 

 

【 

保
健
推
進
員 

】 

地
区
委
員 

宮
城 

陽
子 

（
泊
） 

推
進
員 

松
岡 

朋
子
（
甲
ヶ
崎
） 

高
鳥 

宏
美 

（
加
尾
） 

安
倍 

小
百
合
（
志
積
） 

清
水 

栄 

（
田
烏
） 

※ 

担
当
地
区
は
昨
年
に
同
じ 

Ｂブロック Ｃブロック 

【 

消
防
団 

第
２
分
団 

】 

分
団
長 濱

頭 

寿
成 

（
阿
納
） 

副
分
団
長 

瀬
川 

英
世 

（
田
烏
） 

  

【 

防
犯
隊
第
４
支
隊 

】 

支
隊
長 山

下 

忠 
 

（
田
烏
） 

副
支
隊
長 

上
野 

敬
介 

（
堅
海
） 

 

【 

内
外
海
小
学
校 

】 

校
長 

渕
上 

美
千
江 

教
頭 

貫
井 

貴
史 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

庄
司 

匡
希 

（
西
小
川
） 

 

【 

内
外
海
保
育
園 

】 

園
長 

畠
中 

洋
子 

保
育
会
長 

山
田 

昌
良  

（
若
狭
） 

   
 

令和元年度区長会とま

ちづくり協議会より、ポータ

ブルワイヤレスアンプを寄

贈していただきました。 

大切に使わせていただき

ます。ありがとうございまし

た。 

－3－ 

〇
正
し
く
手
洗
い
、
こ
ま
め
に
手
洗

い(

石
鹸
や
消
毒
液
を
使
っ
て) 

〇
正
し
く
マ
ス
ク
着
用
（
鼻
と
口
を

し
っ
か
り
覆
い
隙
間
が
な
い
よ

う
に
） 

〇
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方
は
、
公

共
交
通
機
関
や
人
混
み
を
避
け

ま
し
ょ
う
。 

〇
咳
、
熱
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
休

養
。
病
院
受
診
は
連
絡
の
上
必
ず

マ
ス
ク
着
用
で
。 

〇
熱
が
続
く
、
強
い
だ
る
さ
、
息
苦

し
さ
の
あ
る
時
は
若
狭
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー(52-1300)

へ
電
話

し
ま
し
ょ
う
。 

一
人
一
人
が
で
き
る 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策 

日
々
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
報
道
で
、
冷
や

冷
や
し
な
が
ら
生
活
し
て
い

ま
す
が
、
感
染
予
防
の
為
、
ま

た
拡
散
防
止
の
為
に
も
マ
ス

ク
は
毎
日
い
る
の
に
、
な
か
な

か
手
に
入
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で

は
、
手
作
り
布
マ
ス
ク
に
挑
戦

し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
？ 型

紙
・
手
順
な
ど
著
作
権

が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
公
民

館
だ
よ
り
に
は
載
せ
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。 

（
中
日
新
聞
の
４
月
22
日
、

福
井
新
聞
は
４
月
７
日
の
紙

面
に
わ
か
り
易
く
載
っ
て 

い
ま
し
た
） 

小
浜
市
で
は
緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
対
応
と

し
て
「
小
浜
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
総
合
相

談
窓
口
」
を
市
役
所
４
階
に
設
置
。 

・
開
設
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
に
開

設
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
は
土
日
も
開
設
す
る
。 

・「
手
続
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」
を
開
設
す
る
。
雇
用

調
整
助
成
金
（
休
業 

手
当
に
対
す
る
企
業
へ

の
補
填
）
に
つ
い
て
、
行
政
書
士
と
社
会
労
務

士
を
市
で
雇
い
、
申
請
の
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。 

・
設
置
は
４
／
20
か
ら
当
面
の
期
間
、
場
所
は
市

役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
る
。 

・
事
前
予
約
制
と
し
、
前
日
の
17
時
15
分
ま
で
に

予
約
が
必
要
。 

・
相
談
時
間
は
土
日
祝
を
の
ぞ
く
13
時
か
ら
15
時

ま
で
の
２
時
間
。 

 

☆
ご
利
用
く
だ
さ
い
☆ 

満開の桜のもと… 


